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大義より福音（ヨハネ12:4-8）
クリスチャン私たちひとりひとりがどれほど貴重な存在なのかは、聖書 66巻が証言している内容ですし、言うまでもないことだと思います。皆さんがいなければ、この世は希望がありません。肩書きが上なのか下なのかの問題ではなく、今皆さんがいらっしゃるその現場で、皆さんが光であり、皆さんが主人公です。皆さんの他には、誰も知らない霊的な事実、目に見えない暗やみの勢力を打ち破って、そこに捕らわれているたましいを助け出すことができるものは世に存在しません。学歴があるかどうか、お金がどれほどあるかなどは一切関係ありません。ときには奴隷の立場でその光の役割を全うするときもあるし、ときには罪囚になるときもあるし、ときには総理大臣になる場合もあります。そういうことは関係ありません。ですから、礼拝をささげている皆さんは、自分がどれほど貴重な尊い存在なのかを改めて深く考えていただきたいと願います。
そのような存在なので、サタンは放っておかないでちょっかいを出すということも忘れないようにしてください。あまりにも貴重な存在なので、その尊い道をしっかりと歩むことを邪魔するためにちょっかいを出すわけです。何かのトラブルがあったり、何かのことがある場合に、つい挫折してしまったり、落ち込んでしまったりする場合がありますが、そうならないようにしてください。それは皆さんがあまりにも貴重な存在なので、サタンが怖くて怖くてしょうがないからちょっかいを出しているわけです。しかも神の主権のもとで、神様の許しのもとで行われることであるということも忘れないようにしてください。結局、ちょっかいを出す目的は、私たちクリスチャンが福音から遠ざかるようにすることです。福音にあまり関心を持たないようにすることです。目の前に起きたトラブルにあまりにも気がとらわれることによって福音を忘れるようになること、これがサタンの狙いです。そのようなサタンのちょっかいの中で、一つだけ私たちがだまされないようにしなければいけないのは、サタンは大義名分を取り上げては福音を逃してしまうようにするものです。それもサタンがクリスチャンがだめになるようにちょっかいを出す高等なやり方なのです。大義というのは、当たり前のことでもっともな話しなので、クリスチャンでもついつい大義そのものが福音より先走ってしまう場合があります。それでも気づかないほど大義というものは威力をもつものなのです。人々は結局、小さいか大きいは関係なく、何かの大義によって動かされるものなのです。モチベーションになるでしょう。
昨日もあるプロのサッカー選手が、そんなに裕福な家庭ではなかったがサッカーをさせてもらった。今は国の代表にまで選ばれるほどになりましたが、彼が自分で言うのは 、自分がサッカーを頑張るのは99パーセント家族のためなのです。それは素晴らしいことだと思います。彼にとって家族のためにというのは大変なのです。大義というのは悪いものではありません。しかし、クリスチャンの私たちは気をつけなければいけません。あまりにも立派な内容で、当たり前のもので、もっともな内容なので、それをサタンが利用する場合があるわけです。クリスチャンの私たちは、そこまで吟味しなければいけません。もちろん個人的な大義もあるし、社会的にも国のレベルにおいても大義というものはあります。昔、日本の場合には、国のために、天皇のためにという大義の元で命を惜しまずに捨てることもありました。戦争を正当化することになったのです。大義というものはそれほど人々を動かす力を持っているし、また、何もかも犠牲にして、何もかもささげることができる献身させるような威力をもつものなのです。今も私たちは見ているのではないでしょうか。聖戦という言葉を使い、自分が信じている宗教の神の理論のために自爆もいとわず行うこと、それが大義というものなのです。大義はどういうことでも、結局、大義の下で正当化してしまうほど力があるものなのです。
今日の聖書を見ると、イスカリオテ・ユダが出てきます。悪い人間は名前も難しいですね。イスカリオテ・ユダが、イエス様に恵まれた人がイエス様のためにとても高価な香油を割って、イエス様の足元を洗ったりしていました。それを見てこれを売り出せば300デナリぐらいのお金になるので、それを貧しい人に施せばどれほど多くの貧しい人が助かるのだろう。いま何をやっているのか。こんな無駄なことをしているのかと言っていたわけです。貧しい人のためにという大義があるわけです。それは悪くはありません。貧しい人のために頑張らないといけないし、施しを行わないといけないわけです。でも、大義の中には、表にそのような大義を飾って、裏では何か狙いというものがある場合が多いです。なぜかというと大義というものは正当化され、どこでも通用するものなので。聖書にも書いてあるように、このユダという人間は、貧しい人を考えて言っているわけではありません。でも、貧しい人を助けるためにという大義を取り上げると、何も文句を言えなくなるのではないでしょうか。本当は、お金が欲しいから、裏にはそういうことがあるわけです。今日は読んではいませんが、11：45-53を見ていても、イエス様のことを会議をしていたわけです。イエス様に従うのであれば、ローマという政府が私たちの国をそのまま放っておかないだろう。このままイエスを放っておくと、いずれローマによって私たちの国はつぶれるかもしれません。だから、国のためにという大義をもってイエスを殺そうではないかというところまで行きました。それもひとつの大義です。でも、本当は国がつぶれることを恐れているわけではありません。元々、今植民地です。彼らの今まで築き上げてきた、それが良いものだったのかは別にして、その地位や名誉や財産などを守り通したいわけです。そこにイエス様が突然現れて、それらを全部持っていかれることになっているので、彼らは国ためにという大義を取り上げて、自分たちの今までのすべてを維持しようという企みがあったわけです。大義というものはもっともなお話であるのですが、裏には必ずそのような企みというものがあるわけです。世界平和、世界の安全をために核を開発して、お互いに核を持っているので、軽く勝手に戦争など起こすことができないだろう。世界平和という大義の元で核を所有するわけです。大義というものはそのようなわながあり危ない部分があるので、表にある大義だけでうなずくようなことは気を付けなければいけません。
それでなくても立派な大義があり、先ほどの家族のためにという望ましい大義もいくらでもあります。大義を無視するつもりはありません。しかし、その悪巧みが裏にあるものはまた別として、本当に必要な大義、正しい大義、望ましい大義であっても、クリスチャンの私たちはよく考えないといけません。その大義には限界があるということを必ず覚えておいてください。それがあまりにももっともなお話しなので、皆が共通してうなずくしかない大義なので、いつのまにかその大義というものが絶対化して行くものなのです。大義はいつもそういう方向に流れていくわけです。絶対化になると、結局、他のすべてがこの大義の下で、この大義に合わせないといけないわけです。世の中に必要な大義があるとしても、本当にそのようにすべてがひざまずいてそれに合わせないといけないような大義などは存在しうると思いますか。どうでしょうか。世界平和、環境保全、人種差別をなくすためになどの大義が絶対的なものになれるのでしょうか。でも、大義というのは良いものなのですが、いつのまにか必ずそちらの方向に持っていくのです。なぜなのでしょうか。絶対的なものではないのに、絶対化の方に流れていく理由は、その大義そのものではなく、大義の裏でそれを操るものがいるからです。大義は結局、世の流れになってしまいます。世の流れの裏には、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンという暗やみの勢力がそこにはいるわけです。ですから、表のもっともな話だからといって、100％私たちがうなずいてそれに従って行くようなものではありません。どんなによい話であっても、悪巧みがあることは良く見極めなければいけないことであって、そうでなくてもそうです。

どういう意味なのかというと、先ほどの聖書の11章にもありましたように、国のためにという大義の下で最終的な結論は、だから、イエスは消さないといけない。必ず大義はどこに持っていくのかというと、最終的には、絶対化することによってそれに邪魔になるものは世の中には一つしかありませんので、Only Jesus Christと叫んでいるキリスト教、福音は消さないといけないという方向に持っていくわけです。これが大義というものです。貧しい人を助けるというのは当たり前でしょう。でも、それが大義になったときに絶対化になります。世界平和、それが大義になって、仏教もイスラム教もキリスト教もこの世界平和の下ではひざまずきなさい。すると、世界中の99％のキリスト教会は、それに共感を覚えてうなずいてひざまずいて、まるでキリスト教が世界平和のために存在しているかのように。キリスト教はそういうものではありません。もちろん世界平和のために祈るべきでしょうが、それが絶対的な理由ではありません。それなのに大義というものは、いつのまにか検討の余地もないまま流れ込んでしまうものなのです。私たちにも小さいか大きいかは別にして、そのような大義などがそうなっているかもしれません。

残念ながら国ためにということで大義にだまされて、日本は大変な目に遭いました。原爆が広島に落とされました。その後、原爆が広島に落とされたということによって、またそこで大義が生まれます。原爆の被害のない世界平和。だから、広島に行きますと、そこで平和というものが絶対的なテーマであり、戦争のない平和、キリストにある平和ではありません。それが絶対的なテーマになって、広島に行ってその平和に対してちょっとでも違う話をすると異端になります。だから、広島では、キリスト教もカトリック教会も仏教もイスラム教も全部原爆のない世界平和というのが宗教です。それは大義なので誰も文句を言えません。その象徴的な像があります。顔はイエス・キリスト、座っているのはお釈迦様、これは○○、そういうものが普通の人は良いと思うかもしれません。あなたの宗教、こっちの宗教とは言わずに、みな心を一緒にして世界平和のために生きましょうとする。なんと素晴らしい話でしょうか。そこでキリスト教もそうだね。キリストOnlyと言わずに、世界平和のために自分のものを捨てて一緒に行こうじゃないかということになってしまいます。それがどのような結果をもたらすのかということは歴史を通してしっかり学ばなければいけません。どんな大義であっても、福音が薄れていくときには、世界レベルの災いにあうようになります。それが世界平和のためのものになるわけではありません。これが大義というものなのです。
ですから、私たちは、これがものすごく巧妙にクリスチャン、キリスト教会を惑わすものなので、良い話だから、もっともな話だから、すべてがうなずくようなものではないということをぜひ覚えていただきたいと思います。だから、キリスト教会が本当に極端な場合は嫌われるようになります。聖書に書いてある通りに。皆が大義のために一緒に手を取り合っているときに、キリスト教はごめんなさいと言うわけですから。それで殺される場合もあります。でも、イエスはキリストです。でも、キリスト以外には希望がありません。それは譲ることができないのです。大義にまさる福音です。宇宙にあるどんな大義でもそれにまさるのがキリスト、イエスの福音です。皆さんの心の中に小さな必要や何かがあるかもしれません。絶対に譲らない頑固さのような何かがあるかもしれません。それもある意味、個人にとっての大義かもしれません。そんなものはキリスト教にはありません。そのような自分は十字架とともに死んだわけです。何も必要などありません。ひっかかるものなどありません。そのすべてにはるかにまさるものがキリスト、イエスの福音なのです。ですから、キリストの福音より大きな大義はないし、キリスト、イエスの福音を犠牲にしてまで守るべき大義というものは存在しません。なぜかというと、私たちは、そのような大義を取り上げて叫んでいる人々が知らない、人類の、地球の、人生の問題の本質が分かっているからです。問題は戦争ではありません。その裏に霊的な問題があるのです。目に見えない悪魔のしわざであり、そして、問題の裏には根本的な問題があり、神と一緒にいるべき人間が神から離れて、神様の祝福から断たれているから生まれる問題なのです。これが根本的な問題の本質なのです。皆罪を犯してしまったので地獄に行くのですが、行く前に地獄の背景を背負って人生を生きているわけです。そこが本当の問題なのです。ですから、大義は絶対にその問題の答えにはなりません。問題の答えは、この悪魔のしわざを打ち壊すことができるまことの王様であり、神様と出会い、神様と一緒にすることができるまことの預言者であり、罪と地獄の背景をすべて解決できるまことの祭司です。このまことの王様、まことの預言者、まことの祭司がキリストです。大義では答えにはなりません。必要なものですばらしい内容でしょうけれども、それが人類と人生の答えにはなることとは別の話です。大義にだまされないようにしましょう。大義と福音を混同しないようにしましょう。うっかりすると福音を置いておいて、大義に従う場合があります。クリスチャンなのに。だから、世界中の多くのクリスチャンが、パンのために、独裁を倒すためにというキリスト教に変わってしまいました。あるキリスト教会は、環境保全のために教会が存在するかのようになっています。福祉のために教会があるわけではありません。必要な内容、やらなければいけない内容でしょうが、それが答えではありません。だから、教会も福祉をするわけです。福祉伝道ではなくて。キリストの福音を犠牲にしてまで守るべき大義というものは、個人の中にも世界中のレベルでも存在しません。キリストの他には希望がありません。勉強、受験などを大義にして、キリストの信仰から離れるというのは言語道断です。その勉強は答えになりません。ならばなぜ勉強するのか。なぜ大学に入るのか。このキリストの答えのためなのです。よく覚えておいてください。何が大義で、信仰から福音から遠ざかるのでしょうか。しかも大義の場合は、信仰から遠ざかることを正当化してしまいます。大義の威力です。
そして、そのキリストが世に来られました。イエスが十字架にかけられた、イエスがそのキリストです。これを福音と言います。イエスがどんな大義でも解決できない人生の問題、人類の問題を完璧に解決されたキリストその方なのです。他には私たちが希望を託したり、見上げるべきものはありません。どんなに立派なすばらしい大義であってもそれは崇拝の対象ではありません。絶対化になるようなものはありません。唯一、イエスはキリストである。この福音だけです。これだけにすべての焦点を合わせるようにしましょう。福音というものは、今まで何がどうであろうがこのイエス・キリストを信じることによって人生は救われます。他は何の条件もありません。人を殺していても構いません。売春婦をやっていたのか。一切関係ありません。イエスを信じるものが永遠のいのちに預かり救われるようになります。これが福音です。その他には道がありません。この福音の内容を正しく覚えていれば、これにまさる大義などは存在しないということが明らかになると思います。しかし、最初から申し上げましたように、大義というのはあまりにもっともな話なので、この福音が刻印される以前に、それがあまりにも当たり前なものとして私たちに刻印されて今も動いているので、ついついそちらの方に流されて、それが先走ってしまうことを許してしまうのです。そうならないように、今日のメッセージを握ってください。ユダが貧しい人のためにと言いました。貧しい人のために何かをやるのは当たり前でしょう。でも、それがキリストの福音にまさるものにはなりません。キリストの福音は、貧しいものを放っておくのか。そういう意味ではありません。これを覚えてみてください。それで個人的には、皆さんの内側に大義など一切存在しないようにしましょう。大義というものは、自分の位置をわきまえていなければなりません。大義というものは福音を邪魔してもいけないし先走ってもいけないし福音を隠してもいけないものなのです。それが大義の位置づけです。それ以上のものではありません。それなのに皆さんがたぶん心の内側でメッセージと葛藤してぶつかる場合はこういうケースが多いと思います。自分の内側になんらかの形で大義ができていて、それが絶対化していたかもしれません。それにもう一つの絶対が入って来るのでぶつかるでしょう。どちらかが壊れないといけないので。

まとめます。難しい話ではありませんが、とても難しい話です。結論はこれです。世の中にはいろいろな大義があります。その中には裏に企んでいるものがいっぱいあって、表は飾ってしまうものがたぶん90％以上だと思います。だから、大義というものはそういうものなのです。政治家が選挙の票を取るために、表ではもっともな話をするのです。ほぼ実現しない話ばかりなのですが。築地の市場を移動するかどうか、完璧な安全、都民ファースト。私は大義だと思います。必要な大義だと思いますが、その裏にいろいろな企みが渦巻いているのです。一般市民はよく分かりません。まるで将棋を打つ時に、このコマをここに置くとき、５個くらい先までの企みがあってここに置くわけです。大義とはそういうものです。そうではなくてすばらしい本当に必要な大義であっても気を付けなければいけないのは、そのまま大義として認めると絶対化の方に行くのです。それは阻止しないといけません。だから、大義にだまされないように。私たちには大義が一つしかありません。イエス・キリストの福音とこの福音が宣べ伝えられる伝道の他には絶対的な大義はありません。だから、ものすごくシンプルにクリスチャンの大義は一つです。なぜ結婚するのでしょうか。福音と宣教のために。なぜ受験勉強をするのでしょうか。福音と宣教のために。他に大義はありません。家族のために。それはその中に含まれているけれども、クリスチャンの大義ではありません。世の中の人にとっては立派な大義でしょうけれども、皆さんは家族のために生きる存在ではありません。福音と伝道のために生きるものなのです。それが家族のためなのです。どれほど大事な家族でも皆さんの家族が世の中を変えるわけではありません。キリストの他にはありません。これが大義です。周りから見ると冷たいとかへそが曲がった人間だと言われるかもしれませんが、でも、私たちはこれで突っ走って行くものなのです。勉強が足りなくても、そんなにハンサムでなくても、周りから好かれる性格でなくても、それは徐々に直して行けばいいのです。でも、これはぎゅーっと握ってください。
今日、イスカリオテ・ユダの発言を聞きながら、私は最初、どういう意味なのか分かりませんでした。聖書を読むときに。貧しい人のためにこれを使いましょうということがなぜ問題なのか。それが大義だったわけです。サタンがこの大義をどれほど見事に利用しているのかということに気を付けなければいけません。だから、結論は、クリスチャンは大義というのは一つしかありません。他は大義ではありません。絶対的なものはありません。そういう意味で先週も申し上げましたように、普段からこの絶対奪われてはいけない信仰告白、これを奪われずにずっと告白し続けるようにしましょう。普段から。何かを考える以前に、イエスはキリストです。だから、私は幸いな者なのだ。この世は滅びの町です。私が存在する理由は、この世に福音を伝えるため、伝道のためなのです。これは譲ってはいけません。どんな大義であってもこれにまさる大義は存在しません。正確に申し上げると、今までの大義は大義ではありません。大義である以上、それに私たちは引きずられるようになるしかありません。私たちが引っ張られてそこに従って行くような大義は存在しません。極端に言いましょうか。世界が災いによって、戦争によって半分になっても、それを賛成するわけではないし、それを阻止するために努力しないわけでもありません。しかし、そうなっていてもこの信仰告白を守り通すわけです。絶対的な大義はこれしかありません。そして、これを今回集会を通して皆さん恵まれたように、朝起きたとき、学生さんは10分早く起きて、この絶対的大義を確認して深く考える時を持つことだけで皆さんの人生は変わります。
（祈り）
愛する天の父なる神様。ここにいらっしゃる兄弟姉妹のひとりひとりがどれほど貴重な存在なのか、だから、サタンは様々な方面から攻撃を仕掛け、特に何の抵抗もできないようにもっともな大義を取り上げて福音と混同させ、福音から遠ざけようとしています。今日のメッセージを握って、キリストの福音にまさる大義は宇宙に存在しないという告白とともに、大義にだまされず普段から絶対大義、イエスはキリストという告白の上にしっかり立って、そこに徹することができるようにひとりひとりを守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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